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（社）日本音響学会 2012 年秋季研究発表会 学生優秀発表賞
「Extrapolation of Ambisonic recordings from stereo sources」　　
平成 25年 3月14日
●タ トァン タン（末松・亀田研・D3）
（社）電子情報通信学会 平成 24 年度学術奨励賞
「固定利得増幅器のみで構成した Si-CMOS広帯域 5ビットベースバンド移相器」　　
平成 25年 3月20日 
●中沢 正隆






●亀田 卓、 末松 憲治
（社）電子情報通信学会 ソフトウェア無線研究会 技術特別賞
「バンドパスΔΣ変調による 1 ビット RF デジタル送信器」　　
平成 25年 5月23日
●石山・枦 研究室











●亀田 卓、三宅 裕士（末松・亀田研・D2）、小松 和寛（末松・亀田研・H24.3 修了）、
末松 憲治、高木 直、坪内 和夫
International Technical Conference on Circuits / Systems, Computers and 
Communications （ITC-CSCC）2012 Best Paper Award
「ASIC Implementation of Multimode Frequency Domain Equalizer for Dependable Air」
平成 25年 7月2日
●大宮 達則（教育研究支援者）
OECC2013 Best Paper Award
「1 Tbit/s 256 QAM-OFDM transmission over 560 km with 14.3 bit/s/Hz spectral 
efﬁciency」 　　
平成 25年 7月3日













●坂本 修一 、鈴木 陽一 、他 2 名
9th International Conference on Intelligent Information Hiding and Multimedia 
Signal Processing （IIH-MSP 2013） Best Paper Award




「For signiﬁcant contribution to advanced ultra-high speed optical communication 
systems by successful achievement of EDFA and ultra-short pulse lasers」　　
平成 25年10月30日
●松本 慎也（受託研究員）、中村 隆喜、村岡 裕明
The Second Asian Conference on Information Systems （ACIS 2013）Best Paper 
Award 












IEEE Sendai Section Student Award Encouragement Prize






























































































































































の繰り返し周波数）160 Gsymbol/sに時間多重し、これを 64 
QAM （Quadrature Amplitude Modulation）と呼ばれる方式で
多値変調・偏波多重することにより、単一チャネル1.92 Tbit/s の
速度で150 kmの伝送に成功しています。また、サブピコ秒の超







（1） コヒーレント光パルスによる1.92 Tbit/s, 64 QAM 超高速多
値伝送












　本研究では、10 Gsymbol/s の QAM 信号に対して OTDM
多重度の増大（80→160 Gsymbol/s）、ならびに QAM 多値
度の拡大（32→64 QAM）に取り組み、これまでに最大で 1.92 
Tbit/s の伝送速度を達成しています。その 150 km 伝送結果を
図 2 に示します。本伝送では、テラビットを上回る伝送速度


















ますが、2 次 PMD の補償は困難です。理論解析の結果、この
































図 1　超高速・高密度光伝送の実現に向けた取り組み 図 2　単一チャネル1.92 Tbit/s, 64 QAM 超高速多値伝送実験
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ナノフォトエレクトロニクス研究分野 教授 上原 洋一




研究室メンバーの集合写真 （2014 年1月 実験室にて）
URL: http://www.nanophoto.riec.tohoku.ac.jp/
TOPICS電気通信研究所・トピックス
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（公財）NEC C&C 財団 2013 年度 C&C 賞
「コヒーレント光ファイバ通信システムの高度化に関わる先駆的・先導的貢献」　　
平成 25年11月27日
Commendation & Awards表彰・受賞
